
熊本大学工学部 附属革新ものづくり教育センタ 一 平成23年度 年次報告書

もの ・ クリCHALLENGE2011 実施報告

もの ・ クリCHALLENGE2010 WG長社会環境工学科 星野 裕司

1 . はじめに

本工学部では， 日本工学教育協会の講演会でも報告

してきたとおり， 学生自身が自らのアイデアに基づき

ものづくりを行うコンテストを開催してきた。 このコ

ンテストは， 工学部学生が潜在的に内包するものづく

りへの興味を喚起し， 参加した学生はもちろん， その

周辺の学生にとって専門分野への勉学意欲が増進され，

さらに一般工学や社会全体に視野を広げる最良の機会

の1っと位置づけられる。 一方で， 参加学生の減少な

どの課題も多く抱えている。 本稿では， 今までの実績

を引き継ぎつつ， 新しい試みを行った平成 23年度の
「もの ・ クリChallenge 2011Jについて， その成果と

今後の課題等について報告する。

2 これまでの経緯

平成 13年に工学部教務委員会と学生支援委員会が

主催する 「ものづくりコンテスト」 がスタ ートし， そ

の後， 平成18年より， ものづくり創造融合工学教育セ

ンタ ーと授業改善· F D委員会の共催として 「もの ・

クリChall enge」が継続されてきた。 平成18年より21

年は， 「つなぐ」 「か ・ える」 「安らぐ」 「とどける」

という統ーしたテーマのもとに， 実際にものづくりを

行う 「製作部門Jとアイデアのみを仕＼ 1f�，する「アイデ

ア部門Jの2部門でコンテストを行ってきた。しかし，

図lに示す通り， 参加学生は減少してきており 3 その

原因としてテーマの抽象性があげられるのではなし、か

と考えた。 そこで平成22年度は， 学生が興味を示し，

かっ普段から気にかけているようなテーマを設定しつ

つ， 2 部門でテーマを統一せずに， 「製作部門」 がパ
ー ソナノレスペースで 「 私の快適アイテム」， 「アイデ

ア部門jがパブリックスペースで 「キャンパスサインJ

とした。 これは ， ある程度具体性をもちつつ， 幅広く

考えることができるようにした。 その結果， 図lのよ

うに参加者を増やすことができた。

このような経緯のなか，平成23年度より新しく改組

された 「革新ものづくり教育センタ ー」がスタ ートし，

学部を超え， 大学を超え， 国を超えて協働するものづ

くり展開力の教育を目標にした事業の中の取り組みの

一環として， 今までの成果を生かしながら発展させて

いくため， このコンテストでは， 学外からの参加者を

募ることが目標として位置づけられた。
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図2 参加学生数（H23)

3. もの ・ クリCha I I enge 2011

3. 1 コンテスト概要

2章に述べた経緯から， 「もの ・ クリ Challenge

2011J では， 学外からの参加を促しつつ， 本校の学生

と同じ土俵で競わせるために， 「製作部門Jのみとし，

テーマを 「 クリー ンエネノレギー ×ものづくり」と一般

的なものとした。 このテーマは， 8 月に韓国の東亜大

学と開催している 「日韓合同デザインキャンプ」のテ
ーマが「クリー ンエネノレギー」 であったため， その参

加者がそのままこのコンテストにも参加することを意

図したものであった。 学外への広報は， 知り合いの教
員を通じて行った。 実施スケジュ ーノレを下記に示す。

・ 登録期限：9月9日（10月20日まで延長）
・ 提出締切： 11月4日

－審査会， 表彰式・11月5日
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